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いよいよ夏休み！ 

本を読みましょう！ 
 桂陽祭が終わり、明日からは体育祭。それが終われば全校集会、そして夏休みです。部

活で忙しい人もいるでしょうが、それでも普段よりは時間がとりやすいはず。ぜひこの機

会に本でも読みましょう。 

「何か面白い本を見つけたい」という人、『桂陽図書の100冊』や先日図書委員を通じ

てお配りした『高校生に読んでほしい 50 冊』などを参考にしてください。ここに載って

いる本はだいたい図書室にあると思います。貸出冊数は無制限なので、好きなだけ借りて

行ってください。思い出に残る、素敵な夏休みになりますように！ 
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小学校で教師をしている松尾美穂。明日、ある教え子

が学校を訪れることになっており、学校ではその話題で

持ちきりでした。その教え子の名は高輪佑といい、現在

は25歳の青年。今や国民的アイドルグループの一員と

して知らない人はいない有名人です。 

彼の小学校時代を知る美穂は、周りの人から彼の当時

の印象をよく聞かれるのですが、美穂が覚えている小学

校時代の彼は、おとなしくて地味な生徒でした。 

そして翌日、TV番組の収録で佑が小学校を訪れ、収

録後に美穂とも二人で話す機会がありました。再会を喜

ぶ美穂に向かって、佑は思わぬ言葉をぶつけます──。

（「パッとしない子」） 

 

 

 

幽霊もゾンビも出てきませんが、ものすごく怖い小説です。背筋が凍ります。 

この本は「過去に関する、それぞれの認識の違い」を描いた短い話が４編収められてい

る連作集です。私は2編目の『パッとしない子』で大出血しました。私だったらアイドル

（しかも教え子）にこんなことを言われたら一生立ち直れないと思います。自分の発言が

違うふうにとらえられて一方的に恨まれる、というのはよくあることですが、これはまさ

にそんな話でした。みなさんの中にもそういう目に遭った人がいるかもしれません。作中

で美穂はこう思います。 

「言ったかどうかわからない。だけど、問題はそんなことじゃない。問題は、佑が美穂が 

そう言ったと思っている、そう記憶している、ということだ。」 

相手が「あなたはこう言った」と記憶していたら、もうそれを打ち消すことは不可能で

す。こういう時は一体どうしたらいいのでしょうか。背筋を凍らせながら深く深く考えま

した。気になった人、ぜひ図書室へ。 

 

図書購入希望リクエストはこのフォームで受け付けています！→ 
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川口先生の感想 

～言葉の行き違いから生まれる恐怖～ 

『噛みあわない会話と、ある過去について』（辻村深月） 


